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【
三
月
・
四
月
の
ご
法
縁
の
ご
案
内
】 

ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
、
内
容
を
中
止
・変
更
す
る
場
合
が
ご
ざ
い

ま
す
。 

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
日
曜
礼
拝
（
於 

オ
ン
ラ
イ
ン
） 

 

三
月
七
日 

（日
） 

午
前
十
時 

B
E
C

仏
教
法
話
会
「
安
心
論
題
を
学
ぶ
」
（
於 

オ
ン
ラ
イ
ン
） 

 

三
月
一
一
日 

（木
） 

午
前
十
時 

春
季
彼
岸
セ
ミ
ナ
ー
（
於 

オ
ン
ラ
イ
ン
） 

  

御
講
師 

羽
田
信
生 

師
（
毎
田
仏
教
セ
ン
タ
ー 

所
長
） 

 

三
月
一
三
日 

（土
）  

午
前
九
時 

日
本
語 

 
 

 
 
 
 

午
前
十
時
半 

英
語 

春
季
彼
岸
会
、
輪
番
忌
（
於 

オ
ン
ラ
イ
ン
） 

  

御
講
師 

羽
田
信
生 

師
（
毎
田
仏
教
セ
ン
タ
ー 

所
長
） 

 

三
月
一
四
日 

（日
） 

午
前
十
時  

日
英 

永
代
経
祥
月
法
要
（
於 

オ
ン
ラ
イ
ン
） 

 

三
月
一
四
日 

（日
） 

午
後
一
時 

B
E
C

仏
教
法
話
会
「
安
心
論
題
を
学
ぶ
」
（
於 

オ
ン
ラ
イ
ン
） 

 

三
月
二
五
日 

（木
） 

午
前
十
時 

B
E
C

仏
教
法
話
会
「
お
手
紙
に
見
る
親
鸞
聖
人
」 

（
於 

オ
ン
ラ
イ
ン
） 

 

三
月
二
七
日 

（土
） 

午
前
十
時 

別
院
花
祭
り
（
於 

オ
ン
ラ
イ
ン
） 

 

四
月
四
日 

（日
） 

午
前
十
時 

永
代
経
祥
月
法
要
（
於 

オ
ン
ラ
イ
ン
） 

 

四
月
一
一
日 

（日
） 

午
後
一
時 

 

日
曜
礼
拝
（
於 

オ
ン
ラ
イ
ン
） 

 

毎
週
日
曜
日  

 
 

午
前
十
時 

   

本
派
本
願
寺
羅
府
別
院 

      

「
春
季
彼
岸
法
要
に
思
う
」 

 

慈
悲
に
聖
道
・
浄
土
の
か
わ
り
め
あ
り
。

聖
道
の
慈
悲
と
い
う
は
、
も
の
を
あ
わ
れ

み
、
か
な
し
み
、
は
ぐ
く
む
な
り
。
し
か

れ
ど
も
、
お
も
う
が
ご
と
く
た
す
け
と
ぐ

る
こ
と
、
き
わ
め
て
あ
り
が
た
し
。
浄
土

の
慈
悲
と
い
う
は
、
念
仏
し
て
、
い
そ
ぎ

仏
に
な
り
て
、
大
慈
大
悲
心
を
も
っ
て
、

お
も
う
が
ご
と
く
衆
生
を
利
益
す
る
を
い

う
べ
き
な
り
。
今
生
に
、
い
か
に
、
い
と

お
し
不
便
と
お
も
う
と
も
、
存
知
の
ご
と

く
た
す
け
が
た
け
れ
ば
、
こ
の
慈
悲
始
終

な
し
。
し
か
れ
ば
、
念
仏
も
う
す
の
み

ぞ
、
す
え
と
お
り
た
る
大
慈
悲
心
に
て
そ

う
ろ
う
べ
き
と
云
々 （

歎
異
抄 

第
四
条
） 

 

私
は
幸
い
に
も
日
本
で
学
ぶ
と
い
う
か
け
が
え

の
な
い
機
会
を
い
た
だ
き
、
三
年
間
を
京
都
で
過

ご
し
ま
し
た
。
季
節
の
変
わ
り
目
が
は
っ
き
り
と

し
て
い
る
日
本
に
驚
い
た
こ
と
を
今
で
も
思
い
出

し
ま
す
。
夏
は
堪
え
難
い
蒸
し
暑
さ
が
続
き
、
反

対
に
冬
は
体
の
芯
か
ら
凍
て
つ
く
よ
う
な
寒
さ
に

な
り
ま
す
。
秋
に
は
紅
葉
が
京
都
の
街
を
彩
り
、

春
に
は
桜
が
満
開
と
な
り
山
々
や
通
り
や
川
沿
い

は
淡
い
ピ
ン
ク
の
色
で
包
ま
れ
ま
す
。
四
季
の
美

し
さ
と
壮
大
さ
に
畏
怖
の
念
す
ら
憶
え
た
も
の
で

す
。 

 

日
本
人
は
季
節
の

変
化
に
よ
り
敏
感
な

人
々
で
あ
る
よ
う
に

思
わ
れ
ま
す
。
そ
し

て
だ
か
ら
こ
そ
、
春

分
・
秋
分
の
日
を

ず
っ
と
大
切
に
し
て

き
た
の
で
し
ょ
う
。

文
学
や
芸
術
、
祭
事

を
と
お
し
て
人
々
の
季
節
に
対
す
る
感
覚
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
衣
替
え
と
い
っ
た
習
慣

か
ら
も
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 
一
方
私
た
ち
の
住
む
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
は
、
日

本
と
異
な
り
ほ
と
ん
ど
四
季
と
い
う
も
の
を
感
じ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
こ
こ
南
加
で
は
季

節
の
変
わ
り
目
は
と
て
も
曖
昧
で
す
。
か
ろ
う
じ

て
季
節
の
移
り
変
わ
り
を
感
じ
る
の
は
夏
時
間
の

開
始
と
終
了
前
日
に
時
計
の
時
間
を
進
め
た
り
戻

し
た
り
す
る
と
き
ぐ
ら
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

春
分
の
日
を
ご
縁
と
し
て
、
真
宗
門
徒
は
御
彼

岸
法
要
を
勤
め
て
き
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
「
彼

岸
」
と
言
葉
が
、
昼
と
夜
の
長
さ
が
等
し
く
な

り
、
暑
く
も
な
く
寒
く
も
な
い
時
季
を
指
す
だ
け

の
意
味
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
私
た
ち
が
そ
の
通
り

だ
と
う
な
ず
く
こ
と
は
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
私
た
ち
が
考
え
る
べ
き
こ
と
は
、
こ
の
ア
メ

リ
カ
に
お
い
て
真
宗
門
徒
が
お
彼
岸
を
ど
の
よ
う

な
ご
縁
と
し
て
い
た
だ
い
て
き
た
の
か
、
と
い
う

こ
と
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か 

。 

 

「
彼
岸
」
と
は
、
私
た
ち
の
住
む
世
界
を
表
す

「
此
岸
」
に
対
す
る
言
葉
で
す
。
そ
の
た
め
彼
岸

と
は
、
此
岸
か
ら
遥
か
に
離
れ
た
悟
り
の
世
界
で

あ
る
浄
土
と
考
え
ら
れ
て
き
た
の
で
す
。
こ
の
彼

岸
と
い
う
言
葉
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
”

P
a
ra

m
ita

（
波
羅
蜜
多
）
”
の
中
国
語
訳
で
あ

り
、
仏
が
六
波
羅
蜜
に
よ
っ
て
衆
生
を
苦
し
み
の

世
界
か
ら
浄
土
の
世
界
へ
と
導
く
と
い
う
こ
と
を

意
味
し
て
い
ま
す
。 

 

六
波
羅
蜜
は
悟
り
の
世
界
に
至
る
た
め
の
修
行

（
一
．
布
施
、
二
．
持
戒
、 

三
．
精
進 (

三
面
へ)   

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す

る
対
応
に
つ
い
て
】
（
二
月
六
日
現
在
） 

  

羅
府
別
院
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
の
為
、
各
種
対
策
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。
毎
日
、
別
院
境
内
に
関

係
者
は
お
り
ま
す
が
、
原
則
一
般
の
訪
問

は
お
控
え
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。
門

信
徒
の
皆
様
に
於
か
れ
ま
し
て
は
、
大
変

ご
不
便
を
お
掛
け
し
て
お
り
ま
す
が
、
何

卒
ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

あ
げ
ま
す
。 

 

日
曜
礼
拝
・
特
別
法
要
・
永
代
経
祥
月

法
要
に
つ
き
ま
し
て
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に

て
生
配
信
を
し
て
お
り
ま
す
。
お
手
数
で

す
が
、
ご
参
拝
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、

N
ish

iD
h
arm

aC
en

ter@
g
m

ail.co
m

 

ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
枕
経
・
葬
儀
・
法
事

等
に
つ
き
ま
し
て
も
オ
ン
ラ
イ
ン
、
も
し

く
は
屋
外
と
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。 

 

御
質
問
、
お
尋
ね
な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、
寺
務
所
ま
で
お
問
合
せ
下
さ
い
。 

＊
米
国
内
の
社
会
情
勢
の
変
化
で
、
予
告

な
く
別
院
の
方
針
が
変
わ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
最
新
の
情
報
は
、
当
院W

eb
site

を
確
認
頂
く
か
、
お
電
話
に
て
お
尋
ね
下

さ
い
。 

 
 

 
 

合
掌 

◇
「
三
時
の
教
を

案
ず
れ
ば
、
如
来

般
涅
槃
の
時
代
を

勘
ふ
る
に
…
わ
が
元
仁
元
年
（
一
二

二
四
年
）
…
す
で
に
も
っ
て
末
法
に

入
り
て
六
百
七
十
三
歳
な
り
。
」

（
註
釈
版
聖
典
、
四
百
十
七
頁
）
こ

の
一
節
は
親
鸞
聖
人
が
『
教
行
信

証
』
を
執
筆
さ
れ
た
年
代
を
釈
尊
が

入
滅
し
て
経
過
し
た
時
期
か
ら
計
算

し
て
書
き
残
し
た
跡
で
あ
る
。
元
仁

元
年
は
同
書
が
あ
ら
わ
さ
れ
た
年
と

見
ら
れ
て
お
り
、
浄
土
真
宗
で
は
こ

の
年
を
立
教
開
宗
の
年
と
定
め
て
い

る
。
◇
聖
人
は
都
を
追
わ
れ
て
佐
渡

に
送
ら
れ
た
後
、
赦
免
さ
れ
て
か
ら

は
関
東
を
目
指
し
た
。
関
東
滞
在
を

始
め
て
十
年
が
過
ぎ
た
頃
、
今
の
鉾

田
市
鳥
栖
に
あ
る
無
量
寺
を
弟
子
の

順
信
を
伴
っ
て
訪
れ
、
言
い
伝
え
で

は
そ
こ
に
住
み
着
い
た
浮
か
ば
れ
な

い
幽
霊
を
済
度
し
て
そ
の
ま
ま
そ
こ

に
居
を
構
え
た
後
、
の
ち
に
無
量
寿

寺
と
名
乗
る
こ
の
寺
を
順
信
に
任
し

た
と
い
う
。
時
に
元
仁
元
年
、
『
教

行
信
証
』
が
一
度
完
成
さ
れ
た
時
期

と
同
じ
頃
で
あ
る
。
◇
そ
ん
な
真
宗

と
深
い
関
わ
り
を
持
つ
無
量
寿
寺
の

建
物
が
一
月
二
十
一
日
に
全
焼
し

た
。
燃
え
た
の
は
江
戸
期
に
再
建
さ

れ
た
茅
葺
風
の
屋
根
が
印
象
的
な
本

堂
と
住
職
の
居
住
区
で
、
一
部
は
県

の
指
定
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

た
。
真
宗
教
団
連
合
の
ウ
ェ
ブ
に
掲

載
さ
れ
た
本
堂
の
写
真
を
見
る
と
細

や
か
な
細
工
に
凛
と
し
た
佇
ま
い
を

も
う
見
れ
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。 

一
言
居
士 

 

[最近の別院の写真] 別院駐車場で行われ

たチャリティイベントの様子と雪に覆わ

れた山々（上写真）Nishi Dharma Center

のGmailプロファイル写真が変わりまし

た。本堂にある法輪の壁画のオマージュ

です。（下写真） 

 

本
派
本
願
寺
羅
府
別
院 

輪
番
法
話 

輪番  

ウィリアム ブリオネス  
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【
こ
の
話
ご
存
知
で
し
た
か
】
増
山
栄
子 

  

 

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
本
派
本
願
寺
仏
教
会

は
、
一
九
六
九
年
十
一
月
十
六
日
に
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の

イ
ー
ス
ト
フ
ァ
ー
ス
ト
ス
ト
リ
ー
ト
八

一
五
番
地
、
京
都
西
本
願
寺
御
門
主
大

谷
光
照
の
司
式
で
親
修
。
お
裏
方
様 

大
谷
嬉
子
も
出
席
。
輪
番
升
岡
隆
英
の

先
導
に
よ
る
開
教
使
：
ジ
ョ
ン 

土
網
、

藤
原
清
徹
、
飛
騨
専
精
、
井
上
宣
正
、

乗
本
恵
三
、
澤
田
信
了
。
理
事
長
は
笹

島
英
樹
。
新
寺
院
建
立
の
総
費
用
は
百

五
十
万
ド
ル
を
超
え
ま
し
た
。
建
築
設

計
者
は
ト
ム 

牧
野
、
建
築
業
者
は
コ
リ

ン
ズ 

マ
ク
フ
ァ
ー
ソ
ン
。
五
十
周
年
記

念
は
二
〇
一
九
年
九
月
七
日
～
八
日
に

行
わ
れ
ま
し
た
。 

   

私
た
ち
が
最
も
感
謝
を
表
し
た
い
お
寺
の
増
築 

一
九
六
九
年 

― 

現
在 

  
   

   
    

一
九
七
〇
年
六
月
二
十
八
日 

日
本
庭
園
の
献
納 

一
九
六
八
年
十
月
十
四
日
の
起
工
式

が
行
わ
れ
た
と
き
す
で
に
、
日
本
の
庭
園
設
計
専
門
家
で

あ
る
布
川
氏
に
よ
っ
て
設
計
さ
れ
た
日
本
庭
園
の
計
画
が

履
行
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
多
く
の
寺
院
の
メ
ン
バ
ー
が
奉

仕
し
、
庭
園
の
美
し
さ
と
静
穏
さ
を
保
つ
た
め
に
数
え
切

れ
な
い
ほ
ど
の
労
働
時
間
を
費
や
し
続
け
て
い
ま
す
。  

 

 

一
九
七
一
年
三
月 

居
多
ヶ
浜
（
こ
た
が
は
ま
）
の
親
鸞
聖
人
と
門
弟
の
銅
像

除
幕
式 

お
寺
に
入
っ
て
す
ぐ
左
に
あ
る
親
鸞
聖
人
と
門

弟
二
人
の
銅
像
。 

日
本
宝
塚
市
の
広
瀬
精
一
氏
か
ら
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
場
面
は
浄
土
真
宗
の
信
者
に
と
っ
て

神
聖
な
場
所
で
あ
る
日
本
の
居
多
ヶ
浜
で
す
。
親
鸞
は
追

放
さ
れ
て
い
た
異
郷
生
活
、
最
も
過
酷
な
状
況
の
中
阿
弥

陀
仏
に
出
会
い
、
阿
弥
陀
の
お
慈
悲
に
帰
依
し
て
い
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。      

  

一
九
七
一
年
五
月
十
六
日 

壁
画
の
除
幕
式 

釈
迦
牟
尼
仏
の
生
涯 

お
寺
の
落
成
直

後
、
日
本
の
千
地
琇
也
氏
は
、
本
堂
に
釈
迦
牟
尼
仏
の
生

涯
を
壁
画
で
描
く
こ
と
を
申
し
出
ま
し
た
。
お
寺
は
彼
の

寛
大
な
檀
那
（
ダ
－
ナ
）
の
行
為
を
感
謝
し
て
受
け
入
れ

ま
し
た
。
息
子
泰
弘
の
助
け
を
借
り
て
、
壁
画
に
一
年
半

を
費
や
し
ま
し
た
。
八
枚
の
パ
ネ
ル
絵
は
、
米
国
で
は
こ

の
種
の
唯
一
の
セ
ッ
ト
で
す
。 

 

 

一
九
七
三
年
三
月
十
八
日 

親
鸞
上
人
銅
像
除
幕
式 
背
の
高
い
堂
々
と
し
た
青
銅
の

親
鸞
聖
人
像
は
、
日
本
宝
塚
市
の
広
瀬
精
一
氏
か
ら
寄
贈

さ
れ
、
浄
土
真
宗
を
開
か
れ
た
親
鸞
上
人
の
降
誕
会
八
百

周
年
を
記
念
す
る
も
の
で
し
た
。
高
さ
十
二
フ
ィ
ー
ト
基

底
八
フ
ィ
ー
ト
の
上
に
立
っ
て
い
ま
す
。
銅
像
は
苦
難
に

耐
え 

竹
の
杖
を
手
に
草
鞋
で
歩
き
念
仏
の
教
え
を
広
め

る
姿
を
描
い
て
い
ま
す
。
一
九
七
二
年
九
月
に
届
き
ま
し

た
が
、
破
損
し
て
い
ま
し
た
。
修
理
可
能
で
し
た
が
、
制

作
会
社
は
破
損
し
た
銅
像
を
交
換
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
交
替
の
銅
像
は
一
九
七
二
年
十
二
月
に
到
着
し
ま
し

た
。
前
理
事
長
の
笹
島
英
樹
氏
が
規
定
建
設
費
を
寄
付
し

ま
し
た
。 

 

 

一
九
七
六
年
二
月
二
十
九
日 

多
目
的
ホ
ー
ル
（
会
館
）
献
納 

フ
ル
サ
イ
ズ
の
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
、
舞
台
、
厨
房
、
地
下
室
建
設
費 

八
十
万
ド
ル
。 

 

 

一
九
七
九
年
十
月
十
四
日 

ダ
ー
ナ
の
鐘
（
鐘
楼
）
献
堂
式 

鐘
楼
に
収
め
ら
れ
た
大

き
な
青
銅
の
鐘
は
、
日
本
東
京
の
沼
田
恵
範
氏
か
ら
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。
大
き
な
鐘
、
大
梵
鐘
は
、
二
千
五
百
ポ
ン

ド
の
重
さ
、
直
径
三
フ
ィ
ー
ト
二
イ
ン
チ
、
高
さ
四

フ
ィ
ー
ト
六
イ
ン
チ
、
鐘
塔
は
基
底
が
二
十
フ
ィ
ー
ト
、

高
台
は
十
七
フ
ィ
ー
ト
で
す
。
沼
田
氏
は
、
文
献
や
寄
付

の
普
及
を
通
じ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
仏
教
運
動
を
奨

励
し
て
き
ま
し
た
。  

米
国
の
独
立
記
念
日
二
百
周
年
に
鐘
を
寄
付
す
る
の
が

沼
田
氏
の
願
望
で
し
た
。
ダ
ー
ナ
の
鐘
の
鐘
楼
建
築
は
七

十
五
周
年
記
念
の
一
つ
で
も
あ
り
ま
し
た
。
鐘
楼
の
屋
根

瓦
の
底
に
は
、
愛
す
る
人
へ
の
追
悼
す
る
寄
付
者
の
名
前

が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
沼
田
夫
妻
も
鐘
楼
建
設
に
寛
大
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
梵
鐘
は
特
別
法
要
の
前
に
鳴
ら
さ
れ

ま
す
。 

 

 

一
九
八
五
年
十
月
二
十
七
日 

日
本
灯
籠 

献
納 

お
寺
の
入
口
に
、
二
つ
の
灯
籠
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
灯
籠
は
八
十
周
年
記
念
と
し
て
川
口
正
司

夫
妻
に
よ
っ
て
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
す
。
川
口
氏
は
理
事

会
元
会
長
で
あ
り
、
長
年
に
わ
た
り
時
を
得
た
多
額
の
寄

付
を
惜
し
み
な
く
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。 

 

 

一
九
九
五
年 

北
駐
車
場 

鍬
入
れ
式 

大
谷
光
照
前
御
門
主
と
大
谷
嬉

子
前
お
裏
方
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

 

一
九
九
九
年
十
月 

西
駐
車
場
購
入 

六
ロ
ッ
ト
を
百
万
ド
ル
で
購
入
。 

 

 

二
〇
〇
三
年
九
月
三
十
日 

百
周
年
記
念
計
画 

段
階II

の
起
工
式 

段
階II

の
計
画

は
、
新
し
い
納
骨
堂
（
無
量
光
寿
堂
、
三
千
の
納
骨

所
）
。
百
八
十
人
の
メ
ン
バ
ー
を
収
容
出
来
る
新
し
い
小

本
堂
（
ウ
ィ
ス
テ
リ
ア
チ
ャ
ペ
ル
）
。
よ
り
大
き
な
洗
面

所
設
備
、
保
管
室
の
追
加
が
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

 
二
〇
〇
五
年
一
月 

段
階II
計
画
が
完
了
し
ま
し
た
。 

 
 

 

   

 
(

翻
訳 

伊
藤
千
鶴
子
） 

別
院
正
面
玄
関
前
に
設
置
さ
れ
て
い
る
「
流
罪
の
た
め
居

多
ヶ
浜
に
ご
上
陸
の
親
鸞
聖
人
像
」 

「

法

味

楽

」

味

わ

う×

楽

し

む

＝

仏

教 

羅府別院 開教使 

村上 響 

「
芋
づ
る
式
思
考
法
」 

別
院
の
寺
報
で
法
話
を
執
筆
さ
せ
て
頂
く
よ
う
に
な
り
ま
し

て
、
今
月
号
で
一
年
と
少
し
が
経
ち
ま
し
た
。
一
番
初
め
に
私

が
執
筆
し
た
原
稿
は
昨
年
の
一
・
二
月
号
の
時
で
、
そ
の
時
は

ご
法
話
と
い
う
よ
り
自
己
紹
介
の
よ
う
な
文
章
に
な
っ
て
い
た

な
と
後
で
読
み
返
し
て
み
て
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
続
く
去
年

の
二
・
三
月
号
の
私
の
欄
で
はC

O
V

ID

の
発
生
で
街
が
ロ
ッ
ク

ダ
ウ
ン
し
た
こ
と
も
あ
り
、
「
い
つ
ま
で
も
悪
い
日
は
続
か
な

い
」
と
淡
い
期
待
を
残
し
て
文
章
を
締
め
く
く
っ
て
い
ま
す
。 

当
時
は
誰
も
が
こ
の
状
況
が
少
し
で
も
良
く
な
る
こ
と
を
望

ん
で
い
ま
し
た
し
、
今
も
そ
の
よ
う
に
願
っ
て
い
ま
す
。
あ
れ

か
ら
一
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、C

O
V

ID

に
効

く
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
が
進
み
、
止
ま
っ
た
時
間
は
再
び
前
に
進

も
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
多
く
の
人
に
と
っ
て
喜
ば
し
い

こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
一
方
で
こ
の
一
年
の
間
に
ウ
イ
ル
ス
な

ど
で
亡
く
な
れ
た
方
々
の
時
間
が
そ
こ
で
止
ま
っ
た
ま
ま
と
い

う
こ
と
を
思
う
と
胸
が
痛
み
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
ど
う
受
け
止

め
る
と
良
い
か
と
い
う
所
で
、
私
は
そ
の
方
々
が
私
た
ち
に
残

し
て
く
れ
た
記
憶
は
私
た
ち
の
中
で
生
き
続
け
、
今
度
は
私
た

ち
を
生
か
す
力
と
し
て
再
び
そ
の
時
が
動
い
て
い
る
と
こ
の
頃

は
感
じ
ま
す
。
誰
も
が
こ
の
一
年
を
振
り
返
れ
ば
、
色
々
な
思

い
や
こ
み
あ
げ
て
く
る
も
の
が
あ
っ
た
り
す
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。 

私
が
開
教
使
と
し
て
羅
府
別
院
に
赴
任
し
て
き
た
の
は
昨
年

の
一
月
の
こ
と
で
す
。
別
院
と
し
て
は
こ
の
一
年
間
は
十
全
な

状
態
と
は
言
え
ま
せ
で
し
た
が
、
皆
様
の
お
支
え
の
お
陰
で
私

は
法
務
に
邁
進
す
る
こ
と
が
で
き
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
の
生
活

に
も
少
し
は
慣
れ
ま
し
た
。
一
年
前
と
今
と
で
自
身
の
生
活
を

振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
そ
の
変
わ
り
ぶ
り
に
我
な
が
ら
可
笑

し
く
て
笑
い
が
出
る
点
は
否
め
ま
せ
ん
。
（
次
面
へ)  
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（
一
面
続
き
）
四
．
忍
辱
、
五
．
禅
定
、
六
．
智
慧
）
の
こ
と

で
す
。 

 
『
大
無
量
寿
経
』
で
は
、
法
蔵
菩
薩
が
あ
ら
ゆ
る
衆
生
を
救

う
た
め
に
四
十
八
の
願
を
建
て
ら
れ
ま
す
。
計
り
知
れ
な
い
ほ

ど
の
時
間
を
か
け
て
六
波
羅
蜜
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
修
行
を
修

め
、 

法
蔵
菩
薩
は
願
を
成
就
し
阿
弥
陀
仏
と
な
ら
れ
ま
し
た
。

法
蔵
菩
薩
の
修
行
の
道
は
、
悟
り
を
目
指
し
、
彼
岸
へ
と
至
る

た
め
に
修
行
を
努
め
る
道
で
す
。  

 

け
れ
ど
も
こ
の
道
は
と
て
つ
も
な
く
困
難
な
道
で
あ
る
と
言

わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
学
校
や
仕
事
、
家
庭
を
抱
え
な
が
ら
成

就
で
き
る
道
で
は
な
い
の
で
す
。
そ
れ
が
仏
道
で
あ
る
、
と

は
っ
き
り
示
さ
れ
、
六
波
羅
蜜
の
修
行
が
悟
り
へ
と
到
達
す
る

た
め
の
正
し
い
道
で
あ
る
、
と
言
わ
れ
て
も
、
ほ
と
ん
ど
の
人

に
と
っ
て
は
歩
み
出
す
こ
と
す
ら
で
き
な
い
道
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。 

 

冒
頭
に
紹
介
し
た
の
は
『
歎
異
抄
』
の
第
四
条
で
す
。
菩
薩

や
比
丘
僧
、
比
丘
尼
が
歩
む
聖
道
の
仏
道
と
、
日
常
生
活
の
中

で
仏
法
を
聞
く
私
た
ち
の
よ
う
な
人
々
が
歩
む
浄
土
の
仏
道
の

違
い
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
善
行
を
積
み
行
を
修

め
る
こ
と
に
よ
っ
て
悟
り
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
い
う

事
実
に
目
覚
め
る
こ
と
の
大
切
さ
を
教
え
て
い
ま
す
。
親
鸞
聖

人
は
私
た
ち
の
行
は
そ
れ
が
ど
ん
な
に
誠
実
で
真
摯
な
も
の
で

あ
っ
て
も
、
私
た
ち
の
執
着
や
自
己
中
心
性
か
ら
逃
れ
る
こ
と

は
で
き
な
い
、
と
い
う
事
実
に
深
く
頷
い
た
方
で
は
な
か
っ
た

で
し
ょ
う
か
。
私
た
ち
は
見
返
り
を
求
め
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ

ん
。
そ
れ
に
対
し
浄
土
の
仏
道
と
は
、 

自
ら
の
限
界
や
欠
点
に

目
覚
め
る
こ
と
を
通
し
て
歩
む
こ
と
の
で
き
る
仏
道
と
言
え
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

自
ら
を
頼
み
、
六
波
羅
蜜
を
修
め
る
こ
と
が
唯
一
の
仏
道
で

あ
る
と
す
れ
ば
、
私
た
ち
に
と
っ
て
仏
道
と
は
歩
く
こ
と
す
ら

で
き
な
い
遥
か
遠
く
の
道
で
あ
り
ま
す
。
け
れ
ど
も
真
宗
門
徒

で
あ
る
私
た
ち
に
開
か
れ
て
い
る
の
は
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
を

一
心
に
信
頼
し
、
感
謝
の
念
仏
を
称
え
る
こ
と
を
道
と
し
て
あ

ら
ゆ
る
人
に
開
か
れ
て
い
る
仏
道
な
の
で
す
。
本
願
の
は
た
ら

き
を
私
た
ち
に
届
け
て
く
れ
る
念
仏
を
深
く
信
頼
す
る
こ
と

が
、
私
た
ち
の
よ
う
な
「
普
通
の
人
」
が
苦
し
み
か
ら
解
放
さ

れ
、
彼
岸
へ
と
到
る
た
め
の
唯
一
の
道
だ
と
言
え
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。 

 

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
き
、
六
波
羅
蜜
と
は
私
た
ち
衆
生
が

修
め
る
行
で
は
な
く
、
南
無
阿
弥
陀
仏
と
な
っ
て
表
れ
て
い
る

法
蔵
菩
薩
の
永
劫
の
修
行
で
あ
り
、
そ
の
徳
の
結
果
と
し
て
私

た
ち
の
前
に
仏
道
が
開
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
気
づ
く
の

で
す
。 

 

だ
か
ら
こ
そ
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
称
え
る
こ
と
は
、
私
た

ち
の
感
謝
の
表
現
な
の
で
す
。
阿
弥
陀
仏
の
は
た
ら
き
に
よ
っ

て
私
た
ち
は
自
ら
の
姿
に
目
覚
め
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
目
覚

め
が
此
岸
か
ら
彼
岸
へ
と
私
た
ち
を
導
い
て
く
れ
て
い
る
の
で

す
。 

 

苦
し
み
の
世
界
で
あ
る
「
此
岸
」
と
覚
り
の
世
界
で
あ
る

「
彼
岸
」
は
接
点
の
な
い
別
々
の
場
所
に
あ
る
世
界
の
よ
う
に

思
わ
れ
ま
す
。
け
れ
ど
も
実
際
に
は
彼
岸
と
は
此
岸
の
只
中
に

存
在
す
る
の
で
す
。 

 

浄
土
を
ど
こ
か
に
あ
る
場
所
の
よ
う
に
表
現
す
る
こ
と
や
そ

の
位
置
に
つ
い
て
の
表
現
は
喩
え
で
す
。
浄
土
と
は
国
や
時
代

を
超
え
て
あ
ら
ゆ
る
場
所
、
時
、
人
に
は
た
ら
く
は
た
ら
き
そ

の
も
の
な
の
で
す
。
私
た
ち
が
自
ら
の
人
生
の
中
で
思
い
も
か

け
ず
自
分
の
本
当
の
姿
に
出
遇
い
、
そ
れ
以
外
に
自
分
の
あ
り

方
は
な
い
、
と
深
く
頷
く
時
、
私
た
ち
は
紛
れ
も
な
く
こ
の
苦

し
み
の
世
界
の
中
で
彼
岸
の
は
た
ら
き
に
出
遇
っ
て
い
る
の
で

す
。
そ
の
事
実
に
目
覚
め
た
時
、
私
た
ち
の
生
活
は
感
謝
に
満

ち
た
も
の
と
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

【
ご
ち
そ
う
さ
ま
で
し
た
。
】 

 

二
○
二
○
年
の
除
夜
会
、
二
○
二
一
年
の
修
正
会
の
お

参
り
が
厳
か
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
昨
年
は
未
曽
有
の

コ
ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
っ
て
、
全
て
の
行
事
が
オ
ン

ラ
イ
ン
に
切
り
替
え
ざ
る
負
え
な
い
状
況
と
な
り
ま
し

て
、
一
時
は
別
院
と
し
て
の
機
能
が
完
全
に
失
わ
れ
た
時

期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
皆
様
の
力
強
い
ご
加
護
の
お
陰
で

羅
府
別
院
は
再
び
新
た
な
一
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。 

 

お
手
伝
い
下
さ
っ
た
皆
様
、
別
院
に
ご
寄
付
を
し
て
下

さ
い
ま
し
た
皆
々
様
に
心
よ
り
厚
く
感
謝
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

壱
貫
田
潔
・
玲
子 

倉
上
リ
ト
ル
東
京
フ
ロ
ー
リ
ス
ト 

小
田
川
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ダ
イ
ア
ン 

こ
の
原
点
を
辿
る
と
私
の
母
親
に
い
き
つ
き
ま
す
。
昔
母
親

に
叱
ら
れ
る
と
最
後
は
決
ま
っ
て
「
一
事
が
万
事
」
と
言
わ
れ

て
お
説
教
が
締
め
く
く
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
関
し
て
今

思
い
出
さ
れ
る
の
が
『
歎
異
抄
』
に
出
て
き
ま
す
宿
業
と
い
う

言
葉
で
す
。
い
わ
ゆ
る
業
の
こ
と
で
す
が
、
本
を
開
き
ま
す
と

こ
の
よ
う
に
解
説
さ
れ
て
い
ま
す
。 

宿
業
と
は
…
現
実
の
自
己
が
限
り
な
い
過
去
と
つ
な
が
っ
て

い
る
と
い
う
宗
教
的
な
見
方
を
強
調
す
る
言
葉
と
し
て
用
い

ら
れ
…
人
間
は
自
己
の
思
い
の
ま
ま
に
す
ぐ
に
善
人
に
な
れ

る
ほ
ど
単
純
な
も
の
で
は
な
く
、
縁
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な

ふ
る
ま
い
を
す
る
か
わ
か
ら
な
い
存
在
で
あ
り
、
自
分
で
も

手
の
つ
け
よ
う
の
な
い
煩
悩
の
深
み
を
も
つ
も
の
で
あ
る
と

い
う
人
間
の
あ
り
さ
ま
を
あ
ら
わ
そ
う
と
し
た
も
の
で
あ

る
。[

註
釈
版
聖
典
、
一
五
五
九
頁] 

英
語
も
自
動
車
も
私
の
目
の
前
に

そ
れ
ら
は
あ
り
ま
す
か
ら
、
何
が
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
を
理
解
す
る
こ

と
は
可
能
で
す
。
し
か
し
、
今
の
私

を
形
作
る
遠
い
縁
は
自
分
の
わ
か
る

範
囲
を
は
る
か
に
超
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
も
含
め
て
自
分
の
身
一
つ
自
由

に
振
舞
う
こ
と
の
で
き
な
い
私
の
上

に
、
そ
れ
ら
を
す
べ
て
ひ
っ
く
り
返

す
よ
う
な
は
た
ら
き
を
阿
弥
陀
様
か

ら
差
し
向
け
ら
れ
て
い
る
の
が
、
私

た
ち
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
合
掌 

に
つ
い
て
は
色
ん
な
所
で
煮
え
湯
を
飲
み
ま
し
た
。
当
時
の
私

は
英
語
で
や
り
取
り
を
し
て
、
自
分
が
使
う
携
帯
電
話
の
回
線

を
契
約
す
る
こ
と
す
ら
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
し
、
も
ち
ろ
ん
今

も
発
展
途
上
で
す
。
が
、
流
石
の
煮
え
湯
も
一
年
が
経
て
ば
、

少
し
は
冷
め
た
熱
い
お
茶
く
ら
い
に
は
な
り
ま
す
。
（
そ
れ
で

も
猫
舌
の
私
に
と
っ
て
は
十
分
辛
い
の
で
す
が
。
）
こ
の
一
年

間
で
生
き
た
英
語
に
触
れ
続
け
る
こ
と
で
身
に
着
い
た
語
学
力

の
お
陰
で
、
今
で
は
自
分
で
色
々
と
調
べ
も
の
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
し
、
興
味
関
心
の
あ
る
こ
と
を
英
語
で
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。
例
え
ば
そ
こ
か
ら
少
し
発
展
を
し
て
、
ど
こ
か
の

お
店
に
行
き
そ
こ
の
ス
タ
ッ
フ
の
人
と
会
話
を
し
て
、
分
か
ら

な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
（
拙
い
英
語
で
す
が
）
そ
の
場
で
聞
き
返

し
て
質
問
を
す
る
こ
と
が
今
で
は
で
き
ま
す
。 

英
語
を
身
に
着
け
る
と
い
う
点
で
は
当
然
英
語
に
対
す
る
私

の
慣
れ
と
い
う
点
は
大
き
い
の
で
す
が
、
単
語
自
体
の
意
味
や

あ
る
文
脈
で
決
ま
っ
た
言
い
回
し
を
覚
え
る
の
と
、
事
前
に
状

況
を
理
解
し
た
う
え
で
英
語
に
臨
め
ば
、
知
ら
な
い
単
語
が
発

せ
ら
れ
て
も
意
味
を
推
測
し
文
脈
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
の
既
知
の
要
素
々
々
か
ら
全
体
を
眺
め
る
芋
づ
る
式
を

用
い
た
こ
の
思
考
法
は
応
用
が
利
く
の
で
、
私
は
そ
れ
を
趣
味

の
車
修
理
で
も
使
っ
て
い
ま
す
。 

 

前
々
か
ら
日
曜
礼
拝
な
ど
で
お
話
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す

が
、
去
年
の
秋
に
私
は
中
古
車
を
購
入
し
ま
し
た
。
昔
か
ら
自

動
車
が
好
き
で
、
小
さ
い
頃
の
夢
は
自
動
車
を
設
計
し
た
り
整

備
す
る
こ
と
で
し
た
が
、
実
際
に
そ
う
い
っ
た
経
験
は
あ
り
ま

せ
ん
。
幸
い
な
こ
と
に
そ
ん
な
素
人
の
私
で
も
今
日
で
は
自
宅

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
自
動
車
整
備
の
仕
方
を
勉
強
で
き
、
工

具
の
種
類
や
使
い
方
も
教
え
て
く
れ
ま
す
。
条
件
が
揃
っ
た
私

は
、
早
速
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
新
し
い
挑
戦
を
始
め
る
の
に
最
適

な
中
古
車
を
探
し
始
め
、
結
果
念
願
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
カ
ー
を

手
に
入
れ
て
、
以
来
車
の
修
理
を
続
け
て
お
り
ま
す
。  

 

自
動
車
の
修
理
は
さ
な
が
ら
探
偵
の
お
仕
事
で
す
。
車
の
調

子
が
悪
い
の
に
は
必
ず
理
由
が
あ
る
の
で
、
調
子
を
悪
く
し
て

い
る
「
犯
人
」
を
探
し
出
す
の
に
時
間
を
割
き
ま
す
し
、
自
動

車
自
体
が
複
雑
な
機
械
の
集
合
体
で
す
か
ら
、
交
換
す
る
部
品

の
周
り
の
組
み
付
け
方
を
事
前
に
調
べ
て
か
ら
分
解
を
し
て
組

み
な
お
し
ま
す
。 

で
な
い
と
、
下
手
に
部
品
を
壊
す
と
車
が
走

れ
な
く
な
る
ど
こ
ろ
か
、
場
合
に
よ
っ
て
は
作
業
中
に
怪
我
を

す
る
恐
れ
も
あ
る
の
で
、
気
を
配
り
な
が
ら
毎
度
作
業
を
し
ま

す
。
こ
れ
も
芋
づ
る
式
思
考
で
得
た
経
験
で
す
。 

 

(

二
面
続
き) 

日
本
で
生
ま
れ
育
っ
た
開
教
使
な
ら
誰
も
が
英
語

で
苦
労
し
ま
す
が
私
も
そ
う
で
す
。
日
本
に
居
る
と
英
語
を
使

う
機
会
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
去
年
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
着
い
た

ば
か
り
の
私
も
、
他
の
先
生
方
が
経
験
さ
れ
て
き
た
様
に
英
語 

 

２０２１年度 

年忌法要早見表 

 

法要の日時が決まりましたら 

お寺へご連絡下さい。 
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